
ＪＲ東海労ニュース

３月９日付『産経新聞』の「改革あれこれ」に「ポ

ピュリズムの病理」と題した葛西名誉会長の寄稿文が

掲載されました。ポピュリズムとは、一般的に民衆主

義、人民主義と訳されています。

この寄稿文は、「国の意思決定に対する住民投票は

民主主義に反する」とか、「辺野古移転阻止を公約と

した現沖縄県知事は民主主義のルールに反する」など

と、暴論のオンパレードです。極めつけは、ポピュリ

ズムが日本の敗戦につながったかなような意味不明の

主張までもが記述されています。

その上で、「今の（安倍）政権はポピュリズムを毅

然として退けている」と、手前味噌的に賛美していま

す。毅然として退けているとは、安倍政権が辺野古移

転反対を主張している沖縄の人たちに暴力で弾圧して

いることなどを指しているのです。つまり、国や政府

の方針に逆らう者を弾圧・排除するのが民主主義だと

言っているのです。もはや、ヒトラー同様のファシス

ト・独裁者の理論です。

この思想の持ち主がＪＲ東海の名誉会長なのです。

従って、社員管理もこの手法です。「会社の決めたこ

とは守れ」「ボトムアップは絶対認めない」などは、

社員の誰もが肌で感じていることでしょう。社員の意

見を代弁するＪＲ東海労は、現沖縄県知事同様に反民

主主義で、会社の言うことを忠実に聞くＪＲ東海ユニ

オン幹部こそが民主主義と言いたいのでしょう。

ＪＲ東海労は、社員・労働者の立場に立ち、歪んだ

民主主義ではなく、真の民主主義のために闘います。

上が決めたものを従うのが民主主義???
またもや葛西名誉会長の暴論！
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